
校内 SNS ツールの導入とその効果についての考察 
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概要：本校では，校内の迅速な情報共有の促進や，生徒のコミュニケーション能力の育成及び情報リ

テラシーの実践教育の一環として，SNSツール「Talknote」を導入した。導入して１年半が経過

し，今年度は保護者への連絡手段としての運用も開始した。生徒および教員へのアンケートの

結果，導入前より，情報の発信や共有，確認が容易になっていることが分かった。また，使用

頻度が高いほど，重要な情報のやり取りが多いと答えた割合が多いことが分かった。 
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１ はじめに 

	 スマートフォンやタブレット端末が普及し，

SNSによって瞬時に外の世界へ容易に情報発信

ができるようになった現在，コミュニケーショ

ン能力や情報リテラシーの育成が社会や保護者

から求められている。また，情報伝達が容易に

なるにつれて，教員間や保護者への情報伝達・

情報共有に即時性が求められてきている。この

ような社会的背景や保護者からの要請，本校の

課題を踏まえ，本校では生徒を含めた学校全体

で利用するコミュニケーションツールを導入し

た。今回は，導入して１年半が経過したので，

その利用状況や，更なる活性化に向けた課題に

ついて検討を行った。 

	

２ 導入ツールの選定と導入過程 

	 導入にあたっては，次の項目を重視した。	

■内容がシンプルなものであること	

■既読・未読のメンバーが分かること	

■投稿に対してコメントができること	

■校内の管理者がログを確認できること	

本校では，以上の条件を全て満たしている

「Talknote」（トークノート株式会社）を導入し

た。 

メッセンジャーアプリの利用経験のない教員

が多かったので，研修として 2016年１月～３月

までの間，教員間での利用を行い，2016年度か

ら生徒も含めた運用を開始した。2017年度から

は保護者（閲覧権限のみ）にも登録をお願いし，

現在では学校からの主な情報発信は全て

Talknoteにて行われている。 

	

３ 利用状況 

（１）教員間での利用 

	 全体への連絡事項をはじめ，保健室の来室状

況，各教科や分掌，事務からの連絡も含め，73

のグループが作られていた。以前は校内の連絡

をメールで行っていたが，現在は教員個人間の

連絡も含め，ほぼ全て Talknoteで行っている。 

（２）生徒間での利用 

	 生徒のみのグループは存在せず，生徒個人間

のメッセージのやりとりはできない。必ず教員

が 1 名以上含まれているグループでのみ投稿や

コメントの返信ができる。学校全体のグループ

では教員からの連絡を確認するだけだが，生徒

が所属している学年，クラス，部活動などの小

さなグループでは発言などが行われている。	

（３）保護者を含めた利用 

	 保護者のアカウントではメッセージの送信や

投稿，返信ができない。教員からは学校やクラ

スからのお知らせや，校外学習での活動状況，

集合・解散の連絡を送信している。	



４ 調査対象および調査時期 

１学期の終業式の日に全校生徒を対象に，ど

のように Talknoteを利用しているかを知るため

のアンケート調査（マークシート）を行った。

尚，本校では現在，中学生のみタブレット端末

を導入しているので，中学生は各自のタブレッ

ト端末からのアクセスが主であるが，高校生は

各自のスマートフォンやPCからの利用である。

また，同時期に全教職員対象の webアンケート

調査も行った。教員は学校支給の PC 及びタブ

レット端末の他，個人所有のスマートフォンや

PCでも Talknoteを利用できる。 

	

５ 結果と考察 

	 使用頻度に関する質問の結果は図１の通りで

あった。教員のアンケートでは，全員がよくあ

てはまる，もしくは，ほとんどあてはまると回

答していた。しかし，このアンケートに関する

Talknote での連絡が未読，もしくは，システム

上既読だが未回答の教員が 29名いたので，その

数も集計結果に反映させた。 

 
	 使用頻度に関して，タブレット端末を所持し

ている中学生の回答は，高校生と比べて肯定的

なものが多かった。中学では，中学３年生の活

用度が低い。この学年は Talknote導入前にタブ

レット端末を使い始めたため，別のアプリケー

ションを利用している教員・生徒が多いからだ

と考察できる。高校では，高校２年生の活用度

が高い。この学年は毎日の連絡事項の伝達で使

用していることが理由だと思われる。 

	 伝達される情報の重要度に関する質問の結果

は図２−１の通りであった。図１の結果と傾向

が似ているので，図１の質問で毎日確認する・

ほぼ毎日確認する，と回答した生徒と，そうで	

 

はない生徒に分けて集計を行うと，図２−２の

ようになった。使用頻度の高い生徒ほど，伝達・

共有される情報が重要だと捉えていることがわ

かる。また，アンケートに回答した教員にも同

様の傾向が見られた。 

 

	 図３〜７は，どのような用途で有効に活用さ

れているかを質問した結果である。学習活動に

関する活用度は著しく低い（図３）。図８は学習

指導が容易になったかを教員に質問した結果で

あるが，同様の傾向があり，授業での利用や，

宿題の通知ツールとしての活用がされていない

ことが分かった。 
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 どの学年でも活用度が高いのは，学年からの

連絡であった（図４）。大人数に対して一度に連

絡することができるので，有効に活用できてい

る。クラスの連絡は，中学生ではよく活用され

ていることが分かった（図５）。中学生は全員が

タブレット端末を所持しているので，伝達ツー

ルとして使いやすいからだと考えられる。タブ

レット端末を所持していない高校生では，全体

的に活用度が低い。活用度の高い高校２年生で

は教員が生徒に対してほぼ毎日 Talknoteで積極

的に情報を発信・共有しているので，使用頻度

の高さがクラスでの活用に繋がっていると考え

られる。 

	 部活動や委員会での活用は，ある程度されて

いるようだった（図６）。学年を越えた集団であ

るため，以前から生徒が別の SNSを活用して連

絡を取り合っており，現在も移行が進んでいな

い団体もあるようだった。また，所属団体の活

動頻度も関係していると考えられる。 

	 学校行事の連絡は，図４・５とほぼ同様の結

果となった（図７）。学校行事でも学年やクラス

ごとに活動する機会が多いからだと考察できる。 

	 図９は，教員アンケートで，各項目に対して，

情報の伝達・共有が容易になったかを質問した

結果である。アンケートに回答した Talknoteの

使用頻度が高い教員は，全体的にうまく活用し

ており，情報の伝達・共有に関して，以前より

効率化されていることが分かった。クラスでの

情報伝達・共有に関する項目で肯定的な回答の

割合が少ないが，毎日直接顔を合わせ，SHRを

利用して連絡をする時間もあるため，特に便利

になったと感じていないからだと考えられる。 

 

	 図１０は情報の発信について，図１１は発信

された情報に対するリアクションについて質問

した結果である。情報の発信に関しては，生徒

と教員で大きな違いが出た。学校生活における

連絡は教員側から発信されることが多いため，

生徒にとって，発信よりも受信することが多い

受動的な SNSとして使われているようだ。また，

生徒は，投稿に対するリアクションも少ない。

理由としては，教員から投稿される内容が返信

を求めるようなものが少ないこと，生徒が他の

生徒の目を気にしていることなどが考えられる。 

	

	

	 図１２は保健室や事務室との情報共有に関す

る教員アンケートの結果である。どちらの結果

も情報共有が非常に容易になったと感じている

教員がほとんどであった。教員と保健室または

事務室との連絡は主に内線電話を使用していた。

しかし，教員が職員室にいないことも多く，情	
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報を伝達するのに時間がかかるのが課題であっ

た。Talknote 導入後は，保健室からの連絡は，

生徒が来室した時に，養護教諭に来室状況（時

間・症状・保健室での対応など）を投稿しても

らうことで，担任や授業担当者など複数の教員

間で即座に情報が共有できるようになった。ま

た，事務室からは，以前は外線電話の伝言事項

など，机上にメモとして置いてもらっていた内

容を，メッセージとして送信してもらっている。

これはどの投稿にも言えることだが，メールと

違って未読・既読を確認することができるので，

既読で双方向性が生まれ，急ぎの場合は見てい

なければ別の対応を取ることができるのは大き

な利点である。 

	 保護者との情報共有に関する教員アンケート

の結果は図１３の通りであった。保護者アカウ

ントを作成して３ヶ月が経過した時点での調査

であったが，他の結果と比べて，情報共有が容

易になったと答えた教員の割合が少ない。保護

者は教員からの投稿に対してコメントできない

ので，教員が学校からのお知らせや学級通信を

配信する形で運用しているが，プリントを各家

庭に配布していた時と大きな差を感じていない

教員が多いからだと考えられる。 

	

	 アンケートの最後に，導入してよかった点・

面倒だった点を自由記述式で記入してもらった

ところ，生徒・教員共に，連絡の忘れの補完に

利便性を感じている回答が多かった。また，生

徒・教員共に，よかった点・面倒だった点の両

方の回答に多かったのが，どんな時間やどんな

場所でも連絡できる（連絡が来る），というもの

だった。 SNSの利点であるが，発信される時間

や情報の重要度によっては欠点に感じる場合も

あると推測できる。	

	

６ 結論 

	 導入から１年半が経過し，大きな問題もなく，

順調に使用されていることが分かった。 

	 Talknote を導入したことにより，学校に関す

る様々な情報の発信及び共有が容易になった。

生徒・教員共に，使用頻度が高いほど，重要な

情報のやり取りが多いと答えた割合も多いこと

が分かった。また，タブレットを所持している

学年の方が，使用頻度が高かった。３年後には

全校生徒がタブレット端末を所持する環境が整

う計画なので，学校全体として，さらなる活用

が期待できる。 

	 教員間では，保健室や事務室との情報共有に

非常に有効に活用されていることが分かった。

保護者との情報共有に関しては，導入３ヶ月時

点では利便性を感じる教員の割合が他の項目よ

り少なかった。 

	

７ 今後の課題 

	 生徒にとって最大のリスクは，情報リテラシ

ーの実践教育を受けずに社会に出ることである。

在学中に体験する機会，つまり使用頻度を高め

るためには，むやみに情報を発信する回数を増

やすのではなく，受け取る側にとって重要な情

報を発信していくことが必要である。また，生

徒が積極的に情報を発信していくような授業の

課題を設定するなど，使う機会を増やす工夫を

していきたい。しかし，SNS は非常に便利であ

るが，コミュニケーションツールの一つに過ぎ

ず，万能ではない。直接顔を合わせてのコミュ

ニケーションの大切さも改めて意識させること

も重要である。 

	 また，現在は生徒間で直接メッセージをやり

取りすることや，保護者が投稿に対してコメン

トすることを制限しているが，今後は利用範囲

を広げていく必要があるのかも検討していく。 
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